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29 年度指導方法の課題分析と具体的な改善策及び補充指導などの計画 教科 理 科  

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展指導計画 

１ 

 

 

 

年 

○授業内の観察・定期考査よ

り、｢理科を好きな教科であ

る｣｢得意教科である｣と感じ

ている生徒の割合が少ない。

また、科学的な見方や表現力

に課題がある。観察、実験な

どの技能の向上や結果の考

察・表現力を充実させること

が課題である。   

○科学的な思考力・表現力を高

めていくための指導方法の工夫

として、授業の中で、実験・観

察の結果を生徒間で共有するな

ど対話を通して、時間をかけて

追究する学習形式をとる。また

日常生活との関わりについて考

えさせる学習活動も多く取り入

れる。 

○小学校で学んだことを確認し

ながら教科書や資料集の発展課

題を取り上げ、実験・観察や演

示実験等により関心、意欲を高

める。個別の課題を設定し向上

を図る。視聴覚教材等の学習教

材を適宜使用し、更に意欲を高

める。 

２ 

 

 

 

年 

○「理科の勉強は好きだ」、「理

科の授業の内容はよくわか

る」と感じている生徒が多い

が、理科の知識や科学的な見

方や考え方を活用すること

が、実生活や社会の問題解決

のために役立つと考えている

生徒が少ない。 

 

○理科で学習した知識や技能

に関連した自然の事物・現象や

科学技術などについて、考えた

り説明したりする学習活動を

充実させていく。具体的には単

元の終わりに、その単元で学習

したことと日常生活との関わ

りについて調べ、考えさせる学

習活動の回数を増やす。 

○学習内容の定着に時間を要

する生徒については、教科の授

業時間外に個別に指導する時

間を設ける。 

○発展的な学習として、中学３

年生の学習内容について簡単

に扱うことを通して、学習内容

のつながりを意識させ、学習内

容の深化を図る。 

３ 

 

 

 

年 

○ 自然事象への関心・意欲・

態度、及び知識・理解に比べ、

観察・実験の技能と科学的な思

考・判断の能力が不足する傾向

にある。 

 

○ 状態変化や化学変化など、

粒子の概念を基にした科学的な

思考力を育成し、理解を深める

指導が必要である。 

○ 観察実験を重視し、予想

（仮説）から考察までの流れ

の中で、原理原則や知識を基

に結果について考察し、自ら

の言葉で表現する学習活動

を増やしていく。 

○ 日常生活の中で起こる自

然事象を原子や分子などの

粒子の動きと関連して考え

られるよう、例えば結露や錆

びなど身近な自然現象を例

にして学習できるよう、指導

の工夫を図る。 

○ 学習のまとめとして、他の

単元との関連を含めて振り返

り、学習内容の定着を図ると

ともに、自然事象を総合的に

捉え、科学的な思考力を伸ば

す指導を取り入れる。 

○ 日常生活の中で学びを生か

せるよう、学習内容と関連の

ある自然事象について紹介

し、生徒自身が考える時間を

設定していく。 

 


